
令和４年度 栃木県養護教育研究会 第２回委員会 

                         日 時：令和４年７月８日（金）13：00～ 

                         会 場：とちぎ青少年センター 

 

１ 会長あいさつ              栃木県養護教育研究会会長  髙橋 貴子先生 

  先日の春季研修会並びに総会、お疲れ様でした。講演していただいた埼玉大学の戸部先生が、 

久しぶりの対面での講演に感激しておられた。講演の内容については、ぜひ今後の教育活動に生

かしていただきたい。コロナの感染状況が再び増加傾向になっており、第７波ともいわれている。

通常通りの様々な教育活動を行うようになり、子供たちの生き生きとした表情が見られるように

なっているので、今後も継続した活動ができればとは願っている。先生方はこれまで感染症の対

策や対応の布石があるので、どのような状況になっても安全な対応を行っていただけると思う。

夏休みには先生方もぜひリフレッシュしていただきたい。 

 

２ あいさつ及び講話      栃木県教育委員会事務局 学校安全課指導主事 渡邉 晶子先生 

【学校保健の現況について】 

 ○児童生徒の健康管理について 

 （１）健康診断の事後措置等・令和４年度の心臓検診について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 栄養教諭、学校栄養職員との連携を。保健指導、健康相談などの場面において、健康指導部

の打ち合わせなどに栄養教諭等も参加していただき、多角的に児童生徒を捉え支援できる

校内体制作りをお願いしたい。 

   

 （２）食物アレルギーをもつ児童生徒の学校生活管理指導表の保険適用について 

  ・対象は食物アレルギー・アナフィラキシーに関してのみで、主治医から学校医宛に情報を提

供するという形で保険適用になる。他のアレルギーは保険適用にならない。 

  ・「学校のアレルギー疾患に対する取り組みガイドライン《令和元年度改訂》」にも載っている 

「学校生活管理指導表（アレルギー疾患用）」は日本学校保健会のものを使用する。 

  ・対応については「栃木県 学校におけるアレルギー疾患対応マニュアル（平成 28 年２月）」

を活用する。 

  ※ 市町によっては単独様式の使用あり。 

 

○研修会の案内 

 ・栃木県養護教諭研修会及び栃木県養護教育研究会秋季研修会の開催 

  日 時：令和４（2022）年 10月 25日（火）  

場 所：栃木県総合文化センター 

  内 容：伝達、産婦人科医を講師に「月経及び月経随伴症状に関する研修会（仮）」を予定。 

①【学校保健安全法施行規則】 

(第９条) 学校においては、法第十三条第一項の健康診断を行ったときは、二十一日以内にその結果を幼児、児童又

は生徒にあつては当該幼児、児童又は生徒及び保護者（学校教育法(昭和二十二年法律第二十六法)第十六条

に規定する保護者をいう。）に、学生にあつては当該学生に通知するとともに、次の各号に定める基準によ

り、法第十四条の措置をとらなければならない。 

②心臓検診について 

 ・検診時間が延びましたが、影響はありましたか？ 



 ○その他 

  ①熱中症対策について 

   → 暑さ指数（WBGT）を確認しながら、組織的に対応していただきたい。  

  ②感染症情報収集システムの休業入力及び出席停止入力について 

   → 学校保健安全法第 19条に基づく出席停止の場合 

     ・学校で感染を広めてしまう心配のあるもの。濃厚接触者を含む。 

   → 学校保健安全法第 19条以外の出席停止の場合 

     ・ワクチン接種や感染不安など。事故欠・忌引等に入力する。 

  ③スポーツ振興センターについて 

   → 提出期限を厳守。できればこまめに報告していただきたい。 

   → 様式が変わり、公費負担医療制度の利用の有無の記入漏れが多い。忘れずに記入を。 

 

 

３ 各係からの連絡 

☆常 任 委 員 会  春季研修会並びに総会についての反省、秋季研修会の計画 

☆編 集 委 員 会  ｢しろたえ 49号」の内容、編集計画について   

             新規採用者の確認、原稿依頼  等 

☆調 査 研 究 委 員 会  「新型コロナウイルス感染症～学校現場の工夫～」をテーマとした事例

検討、来年度のテーマの検討  

☆か が や き  「かがやき 57号」HP掲載 「かがやき 58号」発行計画  

☆ホ ー ム ペ ー ジ   各地区の更新依頼 春季研修会報告 HP掲載 

 ☆書        記   次回委員会通知について 

☆会計（一般・慶弔）   

☆レベルアップ研修会  日 時：令和４（2022）年８月 18日（木） 10：00～15：30 

会 場：帝京大学宇都宮キャンパス 

参加費：1,000円         ※HPに開催通知、参加申込書掲載 

・講演Ⅰ 「救急対応とコンディショニングの知識と技術」 

帝京大学医療技術学部 柔道整復学科      剱持 佑起先生 

・講演Ⅱ 「ナッジで人を動かす」 

     青森大学 客員教授              竹林 正樹先生 

※参加申込締切り：７月 15 日（金） 栃木県養護教育研究会 HP の「参加申込書」によりメー

ルで申し込み。県立学校は Teamも可。 

 

《連絡》 ・受講者決定者名簿は HPの各地区のページに掲載。 

・今後変更等の連絡は HPに掲載するので確認をお願いしたい。 

・参加申し込み後、欠席になった場合は、今市高 中條先生まで連絡する。 

・体調がよくない場合（発熱･咳等）は、参加を見合わせる。 

・マスク着用、手指消毒のご協力のお願い。 

・会場の冷房は温度調整が難しいため、一枚上着を用意するとよい。 

 ☆ 事 務 局    

●第４回委員会 令和５（2023）年２月 17日（金）⇒２月 14日（火）変更 

●全国養護教諭連絡協議会関係 

   １．要望書、総会資料を HPにアップ 

① 文部科学大臣に向けて全養連から「養護教諭の適正配置と研修に関する要望」 

 



② 文部科学大臣に向けて日本養護教諭関係団体連絡会（三木とみ子会長）から「養護教諭

の勤務環境及び資質向上方策に関する要望」 

   ２．講演会 

    ①「学校における感染症対策（保健管理・保健教育・連携）」 

        文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課 健康教育調査官 松崎 美枝先生 

     ・コロナの対応を通して、健康観察の充実があげられる。しっかり観察することができ

るようになった。 

     ・「学校における感染症対策実践事例集」令和４年３月発行 

      →コロナに留まらず、今後の感染症対策の参考になる 

     ・ICTの活用 

      →子供たちの見える！何度も見られる！大きくして見ることができる！という反応。

学びの可能性を広げることができる。 

     ・オンライン保健室 

      →個別支援から専門家に繋げる。健康相談の充実。 

     ・「教職員のための子供の健康相談及び保健指導の手引き」令和３年度改訂 

      →事例を参考に。 

     ・「養護教諭及び栄養教諭の資質能力の向上に関する調査研究協力者会議」 

      →文科省 HPに詳細あり。傍聴することができる（要申込み）。 

     ・「保険医療機関が交付するアレルギー疾患にかかる学校生活管理指導表の保険適用」 

      →主治医と学校医が同一の場合は診療情報の提供の対象とならない。 

    ②「学校における感染症対策（集団感染リスクへの対応）」 

        横浜薬科大学レギュラトリ－サイエンス研究室     教授 小出 彰宏先生 

     ・「学校における感染症対策実践事例集」P21～ 

     ・二酸化炭素測定器仕様 P26 説明書に二酸化炭素濃度の測定精度の記載あり 

   ３．調査研究  夏に職務に関する調査あり･･･全会員 

   ４．瑞星 12月発刊 

   ５．全養連 30周年 記念誌（各団体 2冊） 記念品（全会員） 

   ●「症状別受診ナビ」 

   ●令和５年６月総会 役員改選 

       

   

４ 次回委員会 

   日 時  令和４（2022）年９月 15日（木） 13：00～ 

   会 場  富屋地区市民センター 

 

 


